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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

１． 微小管重合核複合体の動態をγチューブリン複合体構成タンパク質 GCP2 および GCP3 を用いて
ライブイメージング解析することにより、植物間期細胞の表層微小管の形成過程を観察した。微小

管切断タンパク質カタニンにより新規に重合した微小管がそのマイナス端で切り離される過程を、

蛍光標識カタニンを使って解析した結果と合わせて、国際細胞生物学誌に発表した。重合核が既

存の表層微小管側部との相互作用で安定化された際に、重合活性が増大すること、娘微小管がカ

タニンにより切り離されたり、プラス端からの脱重合により消失した場合には、重合核は不安定とな

り、親微小管側部から乖離すること、などを含む表層微小管重合核のリサイクリングモデルを提唱し

た。 

２． 新規の微小管付随タンパク質および微小管重合核複合体構成因子を同定するために、アラビドプ
シス培養細胞から調整した細胞質に富むプロトプラストから微小管結合性タンパク質を濃縮し、そ

の中から微小管結合性新規タンパク質候補を多数同定した。ＧＦＰ融合タンパク質を mCherry 微小

管標識マーカーと共にアラビドプシス細胞で一過的に発現させたところ、複数のタンパク質が表層

微小管に局在した。特に、ひとつの候補因子は表層微小管の重合開始点に局在することが判明し

た。現在、これらの微小管局在タンパク質遺伝子の T-DNA 挿入変異株の表現形を解析している。	
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